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男 子
（人）
女 子
（人）
合 計
（人）
ゑびす連 6 16 22
水玉連 7 9 16
娯茶平 12 28 40
菊水連 3 14 17
USFC 24 9 33
ラボ・パーティー 5 12 17
合計（人） 57 88 145
Ⅰ．はじめに
阿波踊りは，徳島の代表的な民俗芸能のひとつで
ある。近年では，阿波踊りの姿も変化し，同時に阿
波踊りの伝統の継承も危惧されている。とりわけ，
《よしこの》と「ぞめき囃子」としての三味線の衰
退化，後継者の育成は大きな課題である。
情報化社会となり，子どもたちの生活にも変化が
見られる。そこで，「子どもの生活と遊びに関する
アンケート」を実施し，現代の阿波踊りに関する子
どもの意識を検討した。
Ⅱ．方法
1．調査の目的
この調査は，子どもの生活や意識の実態を総合的
に把握し，阿波踊りの伝統の継承における子どもの
役割について考察する基礎資料を得ることを目的と
して実施した。
2．調査の対象
調査対象は，徳島市阿波おどり振興協会所属「ゑ
びす連（連長：鶴瀬幸子）」，「水玉連（連長：坂良
雄）」，徳島県阿波踊り協会所属「娯茶平（連長：岡
秀昭）」，「菊水連（連長：丸山副武）」と少年サッカー
クラブ「USFC（代表：高木一秀）」，英語教室「ラ
ボ・パーティー（テューター：鈴江晶子）」の小学
生とした。
「ゑびす連」，「水玉連」，「娯茶平」，「菊水連」は，
阿波踊りの有名連である。「菊水連」の創立は1971
（昭和46）年と比較的新しいが，「ゑびす連」，「水
玉連」，「娯茶平」の創立は昭和20年代前半であり，
長い歴史をもった「連」でもある。小学生の踊りと
しては，「ゑびす連」，「水玉連」，「娯茶平」は男女
とも男踊り（法被踊り），「菊水連」は男子は男踊り
（法被踊り），女子は女踊りである。「菊水連」は，1991
（平成3）年に後継者育成のために小学生女子中心
の「こぎく」を結成した。ピンクの衣装に赤いけだ
しという衣装で，テンポよく小学生が女踊りを踊る
ことは，めずらしく人気も高い。
調査対象の内訳は，次の通りである。
3．調査の方法
調査は，アンケート式とし，実施にあたっては各
団体に依頼し，代表者の指導のもとに，配布・記入・
回収する方法をとった。
4．調査の時期
調査実施期間 2013年6月～8月末
Ⅲ．調査結果の概要
1．兄弟構成（図1）については，一人が16．6％（145
中24）二人が51．6％（145中75）三人以上が31．8％
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（145中46），祖父母との同居（図2）では，同居
は29．7％（145中43）別居は70．3％（145中102）
となっている。徳島への転学（図3）については，5
名が横浜市（神奈川県），丸亀市（香川県），広島
市（広島県）から徳島に転学してきており，「娯
茶平」に2名，「菊水連」に1名所属している。
2．通塾（図4）については，週に1～2回通って
いるが37．9％（145中55），週に3～4回通ってい
るが9．7％（145中14），週に5回以上通っている
が1．4％（145中2），行っていないが51．0％（145
中74）となっており，高学年になると塾通いをは
じめることが多い。家庭教師には，ほとんどが師
事していない（図5）。
3．遊び場所（図6）については，家の中が74．5％
（145中108）となっており，屋外で遊ぶことが少
なくなってきていることがわかる。とりわけ，空
き地・野原・川は，9．0％（145中15）で，自然と
ふれあう場所での遊びが少なくなってきている。
遊び相手（図7）では，友だち数人中心が73．8％
（145中107），兄弟中心が55．2％（145中80），父
母を中心は37．9％（145中55），遊び相手の年齢（図
8）では，同級生中心が64．8％（145中94）と最
も多く，年齢に無関係を軸にしている子どもが
34．5％（145中50）となっている。また，好きな
遊び（表1）は，屋内のものから屋外のものまで
幅広い。ゲームは男女を問わず好きな遊びのひと
つである。
4．お稽古事をしている子どもは，75．9％（145中
110）で，お稽古事の種類も，ピアノ・絵画など
の文科系のものから，サッカー・スイミングなど
の体育系のものまで幅広い。（図9）（表2）。ま
た，楽器を保有しているが，64．8％（145中94）
となっており，ピアノ・電子オルガンなどの西洋
楽器が中心ではあるが，和楽器を保有している家
庭もある（図10）（表3）。徳島は，三味線を嗜む
子女も多く，阿波の芸どころと言われてきた。そ
の名残が感じられる。
5．ゲームをする回数（図11）については，毎日が
21．4％（145中31），週に1～2回が27．6％（145
中40），週に3～4回が17．9％（145中26）となっ
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ている。また，携帯電話を持っている子どもが
36．6％（145中53），パソコンを使ったことのある
子どもが90．3％（145中131）となっており，日常
的にデジタル化している子どもの姿を感じ取るこ
とができる（図12）（図13）。
6．阿波踊りについては，「USFC」，「ラボ・パーテ
ィー」は好きが54．0％（50中27），嫌い・どちら
でもないが46．0％（50中23），「ゑびす連」，「水玉
連」，「娯茶平」，「菊水連」は，嫌いという回答は
ない（図14）（図15）。阿波踊りの「連」に所属し
ていない子どもは，阿波踊りへの関心が所属して
いる子どもよりも低いことがわかる。また，阿波
踊り「連」への所属（図16）では，はいが6．0％
（50中3），いいえが94．0％（50中47）となって
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図6 遊び場所（複数回答）
図7 遊び相手（複数回答） 図8 遊び相手の年齢（複数回答）
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いる。
7．阿波踊りを学校で踊ったことがある小学生は
63．4％（145中92），保護者は71．7％（145中104）
となっている（図17）（図18）。また，希望する踊
りについては男踊りが「USFC」，「ラボ・パーテ
ィー」は62．0％（50中31），「ゑびす連」，「水玉連」，
「娯茶平」は67．9％（78中53），女踊りが「USFC」，
「ラボ・パーティー」は38．0％（50中19），「ゑび
す連」，「水玉連」，「娯茶平」は32．1％（78中25）
となっている（図19）（図20）。
8．鳴り物については，「USFC」，「ラボ・パーテ
ィー」はしてみたいが54．0％（50中27），「ゑびす
連」，「水玉連」，「娯茶平」，「菊水連」は56．9％（95
中54）となっており，阿波踊り「連」に所属して
いるかどうかには関わらず，全体の過半数を超え
ている（図21）（図22）。
Ⅳ．まとめ
今回のアンケートを実施し，次のような結果を得
ることができた。
1．一人っ子，二人兄弟が全体の68．2％を占め，祖
父母と暮らしている家庭が少なくなってきている
ことがわかる。転校生で，阿波踊りに興味を持ち，
有名連に所属する子どもも多い。また，通塾して
いるか否かは，ほぼ半数の割合となっている。
2．携帯電話やパソコン，ゲームの普及で，屋内で
遊ぶ子どもが増え，遊びも広範囲に及んでいる。
お稽古事の種類も幅広いが，とりわけ阿波踊りの
「連」に所属することをお稽古事としてとらえて
いることが注目される。有名連では，練習が年間
を通し週1回から週3回，本番前には毎日のよう
に実施されることから，他のお稽古事と両立する
ことも難しい。地域芸能では，祭りの前に子ども
たちが集まり練習を行うことは多いが，その練習
を子どもたちがお稽古事として認識していること
は少ない。阿波踊りの練習が規律正しく実施さ
れ，子どもたちの阿波踊りに対する意識が高いと
考えられる。
3．娯楽が阿波踊りだけだった時代とは異なり，た
くさんの娯楽がある現在では，有名連に所属して
いない子どもたちの阿波踊りに対する意識が低
く，阿波踊りを別世界のものと考える傾向が見ら
れる。教育現場で阿波踊りを踊ったことのある子
どもが全体の63．4％であるのに対し，保護者では
全体の71．7％で，教育現場で阿波踊りをとりあげ
る機会も少なくなってきていることもわかる。
4．小学生の踊りは主として男踊り（法被踊り）で
あるため，女踊りの衣装にあこがれ，踊ってみた
いと思う女子も多い。また，阿波踊りの鳴り物を
してみたいという子どもが「連」の所属にかかわ
らず，全体の過半数を超えている。徳島市では6
月頃から，街中で阿波踊りの練習が始まり，「ぞ
めき囃子」を耳にする。幼い頃から鳴り物の音を
耳にし，「ぞめき囃子」が生活の一部となってい
ると考えられる。
阿波踊りの継承のために，子どもの育成に積極
的に取り組んでいる有名連も多い。有名連のひと
つである「ゑびす連」には，現在，幼稚園の年長
から小学6年生まで20名の子どもたちが所属して
いる。
7代目連長・鶴瀬幸子氏は踊り歴60年のベテラ
ンである。子どもたちに対しての連の方針では，
子どもが阿波踊りを好きでいること，礼儀を重
んじ，たえず保護者への感謝を忘れないことを
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モットーに指導している。また，幼い子どもに
対しても，大太鼓の「ドドンガドン」の「ドン」
の時に左足を前に出して踊りはじめることな
ど，踊りの基本から教えている。踊りの基本を
忠実に守りながら，新しいものを取り入れ，「ゑ
びす連」の踊りを受け継いでいってほしい。
と語っている。1）
「ゑびす連」では，幼児・小学生は男女問わず法
被の男踊りであるが，中学生になると，男子は男踊
りか鳴り物，女子は女踊りか鳴り物となる。以前は，
法被の男踊りを女性が踊る場合は20歳以上で女踊り
の経験が3年以上あることと定めていたが，現在は
高等学校を卒業すれば踊ることができる。男踊りに
は，女踊り以上の色気が必要だとされているからで
あろう。
「阿波踊りが好きだから」「家族が阿波踊りの連
に入っていたから」「友だちに誘われたから」など
の理由で，有名連に所属する子どもも多い。しかし，
中学に進学すると他のお稽古事との兼ね合いや部活
動，受験勉強などで，阿波踊りから退く子どもも増
えてきている。子どもが阿波踊りを続けるために
は，桟敷を踊るときの付き添いや日々の練習の送迎
など保護者の理解と協力が必須であり，何よりも保
護者も阿波踊りが好きだということも大切である。
阿波踊りの伝統の継承に子どもの果たす役割は大
きい。今回のアンケートを基礎資料とし，「ゑびす
連」，「水玉連」，「娯茶平」，「菊水連」を軸として後
継者の育成に対する取り組み，阿波踊りの継承につ
いて研究を続けていきたい。
本研究を進めるにあたり，ご協力いただきました
「ゑびす連」，「水玉連」，「娯茶平」，「菊水連」，
「USFC」，「ラボ・パーティー」の皆さまに心より
お礼申し上げます。
註
1）2015年3月20日 徳島にて取材
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